
 

 

 

  

 

 

 

 令和 6 年度の輝北コミュニティセンターと輝北総合支所図書室の職員は下表のとおり

になります。哥丸道秋館長が退任し、新たに小倉康夫館長が就任しました。 

また、昨年度に引き続き輝北歴史民俗資料館の資料整理を行うため職員２名が配置さ

れています。 
 

輝北コミュニティセンター 

職名 氏名 職名 氏名 

館長 小倉 康夫（新任） 事務員 小川 淳子 

専門指導員 上ノ堀 盛寛 図書司書 坂口 香 

輝北歴史民俗資料館 

職名 氏名 氏名 

文化財資料整理作業員 門倉 弥生 牧口 恵美子 

 

本年度もよろしくお願いします。職員一同 

 

■ 輝北地区の生涯学習施設紹介 
 

輝北コミュニティセンター 
館内に会議室、研修室、調理室等が設置され各種講座・シニアいきいき学級の開催、

学習グループ活動の場や会議等の場所として使用できます。 

なお、百引・市成・平南・高尾の各地区公民館で学習グループとして活

動したい団体がございましたら、輝北コミュニティセンターまでお問い合

わせください。 

輝北コミュニティセンター連絡先 ☎099-486-0505 

 

輝北歴史民俗資料館 
輝北コミュニティセンター隣りにあり、昔の民具や農具など約 1,600 点の貴重な史料

を展示しています。また、輝北地区の郷土誌の販売もしております。 

輝北歴史民俗資料館連絡先 ☎099-486-0505 

 

輝北図書室 
輝北総合支所 2階にあり、約 11,000冊所蔵しています。開館は平日 8：30

から 17：00までと、毎月第 3土曜日 9：00から 16：30は図書室開放日とし

ており利用することができます。また、第 3 土曜日にはお話会も開催してい

ます。 

輝北図書室連絡先 ☎099-486-1196 

令和 6年度

４月号 
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■ 令和６年度職員体制をお知らせします。 



 

 

輝北コミュニティセンターを使用する際は、必ず使用する前日までに使

用許可申請書の提出をお願いします。また、使用の際に団体によっては、

使用料が発生する場合もありますので、事前に輝北コミュニティセンター

までお問い合わせください。 

輝北コミュニティセンター ☎099-486-0505 

 

 

 

鹿屋市では令和６年４月から新予約システムの導入により、輝北コミュ

ニティセンターや市内の学習センター、体育施設等の予約状況（空き状況）

が鹿屋市ホームページから確認できますのでご活用ください。 

 

 

 

 

輝北コミュニティセンター主催の「和泉ヶ野チャレンジ大学」（旧シニアいきいき学級）

では、令和６年度の学級生を募集しています。 

開催日は毎月第３火曜日９時 30分～11時 30分、輝北コミュニティセンターで開催し

ます。学習内容は作品制作、知識習得ための学習、健康維持体力強化、研修視察など年

間９回を計画しています。なお、令和６年度の第１回目を５月 21日（火）に実施します。 

お住いの地域によってはバスの送迎も実施しております。 

65歳以上の方ならどなたでも参加できます。また男性の方の

参加も大歓迎ですので、輝北町内の方々からの申込みをお待ち

しております。 

 

 

 

 

 

 

平南町内会の前町内会長（元地区公民館長）を務められた

竹下光政さんが、「令和５年度社会教育功労者の社会教育活

動部門」での表彰を受けました。これは永年竹下さんが、輝

北地区生涯学習推進協議会で役員として貢献されているこ

とや、元平南地区公民館長として、地域の行事・スポーツ振

興に率先して取り組まれたことが評価されました。 

竹下さん本当におめでとうございました。 

 

 

 

鹿屋市中央公民館は令和 6 年４月 1 日から鹿屋市役所教育委員会生涯

学習課内に移管しました。 

今後の市民講座、短期講座、同好会などの活動は鹿屋市市民交流センタ

ー（リナシティーかのや）や各公民館、各学習センターで実施します。 

今後貸館等で鹿屋市中央公民館利用を考えていた方はご注意ください。 

 

■ 施設使用についてのお願い 

■ 社会教育功労者で表彰されました 

■ 施設の予約状況が確認できます 

■ 鹿屋市中央公民館閉館のお知らせ 

《和泉ヶ野チャレンジ大学へのお申込み・お問合せ先》 

   輝北コミュニティセンター 

    電話０９９－４８６－０５０５ 

■ あなたもチャレンジしませんか 

令和 5年度 7月講座 

アロマキャンドル作りの様子 


